第3号議案
令和5年度（ 第24期 ）活　動　計　画　
　　　
　　　新型コロナウイルスは本年5月より第５類に対策が常態化した営業をいかに保つかが課題となります。
平成１２年４月よりスタートした介護保険制度は３年毎の見直しがなされ今日に至っておりますが、取り巻く環境は今後更に厳しくなるものと予測されます。
いわゆる２０２５年（団塊の世代が後期高齢者となる）に向けて、介護ニーズが増大することが想定される中、国民一人一人が住みなれた地域で、安心して暮らし続けられるよう、医療、介護、介護予防、住まい及び生活支援が包括的に確保される「地域包括ケアシステム」を各地域の実情に応じて構築することが求められています。特に「医療・介護の連携」「地域共生社会の実現に向けた取組み」「高齢者の自立支援と要介護状態の重度化防止に向けた取組みの推進」などが大きく取り上げられております。
「ほっと大東」は、こうした課題に対して、介護保険事業だけに埋もれることなく、これまでに積み重ねてきた経験とノウハウを生かし、地域住民の皆さんの声を大切に引続き活動、期待に応えたいと考えます。
以下、今年度の各部門の事業計画について、その概要を説明します。
Ⅰ．介護保険事業
１）居宅介護支援　　（ケアプランほっと）
介護保険制度における介護支援専門員の役割が大であることは言うまでもありません。本年度はケアマネージャー6名体制で取組みます。
雲南広域連合の「要介護認定調査」及び雲南市地域包括支援センターの「介護予防支援」それぞれの受託業務についても引き続き対応していきます。
２）通所介護　（予防通所介護）　（デイサービスほっと・デイサービス新庄）
　　何といっても、「ほっと大東」の柱としての事業であり、将来に向け安定した基盤強化のため、一層の努力が求められます。先に述べたとおり制度の改正、更には当地においても介護職員の不足が深刻化しつつあることなど、環境は益々厳しさを増すものと判断しております。
　　また近年は「地域包括ケアシステム」の考え方に逆行するような、高齢者の施設入所が加速しているように見受けられます。在宅介護を担う組織として、それぞれの事業所が連携をとりながら「ほっと」の強みを生かし、利用者やその家族の皆さんに文字通り「ほっと安心していただけるサービス」提供に努めたいと考えます。　
新規利用者の開拓とともに稼働率のアップを目指します。目標として新規利用者は「ほっと」「新庄」ともに年間10人の増加、稼働率はそれぞれ75%を掲げます。
３）認知症対応型通所介護　（デイサービスゆけむりの里）
　　平成２２年１０月雲南市の補助事業としてスタート以来、１４年目を迎えます。地域密着型介護サービス事業所として、より利用者はもとより、家族に、地域に寄り添う事業所を目指します。現在の実利用者15人の維持と稼働率70％を目標とします。
Ⅱ．雲南市の総合事業　　（サロンほっと）
　　要介護状態になることを予防すると共に、要介護状態になった場合でも、可能な限り住み慣れた地域で自立した日常生活を営むことが出来るよう支援することを目的に雲南市からの委託を受けて実施します。本年度も大木原公民館の協力を得て、毎週１回火曜日の開催とします。
Ⅲ．その他の事業

１）ミニデイサービス
ボランティア団体発足時から多くの方に利用頂いています。介護保険を利用していない高齢者に広く呼びかけ、引き続き高齢者の居場所の提供、惹いては介護予防に寄与したいと思います。毎週金曜日、「サロン」同様、大木原公民館を会場に実施します。
２）子育て支援事業
　　少子化に歯止めがかからない状況の中、仕事と子育てを両立できる環境づくりの一環として、引き続き子育て支援事業に取組みます。
イ）ちゃれんじクラブ　（小学生対象　～　放課後児童健全育成事業）
年度当初の利用登録者数は、74名となっていますが、学年や地域を超えた友達との交流の場として、貴重な体験を提供できると確信しております。年度当初受託契約金額は14,576千円です。尚、大東小学校以外の児童の送迎支援については、別途当初委託契約金334千円にてスタートします。
ロ）園児の預り保育　　（雲南市の補助事業）
　　　大東認定子ども園の補完の役割として、閉園（18時）後、及び土曜日の受入を行います。
３）福祉有償移送サービス
登録車両9台、登録運転手7名体制で引続き対応します。利用登録者数は、４月１日現在30名で、高齢者に限らず移動困難者の移動手段を確保すべく、利用者の要望に対応したいと考えます。
　　　近年は福祉タクシーを専門に営む業者も増えており、デイサービス送迎時間帯に本サービスを利用する会員さんは少なくなりましたが、NPO法人が持つ助け合い精神を基本とした本サービスは、無くすことなく継続していきます。
平成１８年１０月から本格事業開始以来、今日まで無事故・無違反での実績は何物にも換え難い大きな誇りであり、今後とも安全・安心を第一に取組みます。
４）助け合い活動
　以前に比べ、介護保険事業や、シルバー人材センター、ボランティア団体の参入もあり、利用会員数、サービス提供回数は減少傾向にあります。その一方、内容については多様化しつつあることも事実です。現状では担い手である協力会員が限られてきている事を踏まえ、協力会員の確保も課題となっております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
